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論 文 題 目 ラマン散乱分光による酸素同位体置換SrTiO3の相転移 
ペロブスカイト構造を持つSrTi16O3(STO16)は、105Kの立方晶Ohから正方晶D4ｈへ
の構造相転移でR点のR25モードがソフト化し凍結する。温度を下げると誘電率は上
昇していくが、量子揺らぎのため発散せず強誘電性は示さない量子常誘電体として
知られている。近年、東工大の Itohらのグループにより酸素同位体置換(16O→18O)す
ることでTc=24K以下で強誘電体となることが発見された。[1] 本研究では、STO18
の強誘電性相転移のメカニズムと量子揺らぎの抑制との関係を、ラマン散乱分光に
より解明することを目的としている。 
Fig.1はSTO18(置換率96.1%、2×7×0.3mm3、(110)cplate)の50K(>Tc)と8K(<Tc)での偏
光顕微鏡を用いたdomain構造の写真である。試料には縞状の分域構造が観測され、
(001)c方向に長い短冊状の試料を用いてもMullerらによって報告されたように試料大
部分が単分域にはならないことが分かった。Tc=24K以下の強誘電相では、常誘電相
で見られなかった粒状構造が観測されており、強誘電的domainと考えられる。図に
示す一様な単分域のラマンスペクトルを50Kで測定し、選択則からこの領域はc軸が
試料面内の(001)cに平行であることが確認出来た。 
Fig.2は強誘電相で測定した単分域でのVVスペクトルの温度変化である。正方晶で
ソフト化するTO1(Eu+A2u)はTc以下では温度変化を示さない5cm-1のモードと温度変
化を示すブロードな二つのモードに分かれる事が分かった(↓矢印)。VV偏光の
50cm-1以下では群論の考察から45cm-1のA1モードの他に、１つのA1モードのみ観測さ
れるはずであるが、１つ余計なモードが観測されている。この理由はFig.3のように、
強誘電相での散乱体積の中には自発分極Pの向きが異なるdomainが存在し、Pに平行
なTOモード(上図)は反電場の影響を受け温度変化し、Pに垂直なTOモード(下図)は反
電場の影響を受けないので温度変化しないと考えられる。そこで、低周波数側(30cm-1
以下)の２つのモードの起源を明らかにするため、STO18(置換率83.5%)の外部電場効
果を調べた(Fig.4)。常誘電相でのTOモードの振る舞いは、Fleuryらによって測定さ
れたTOモード[2]とよく一致しており、強誘電相でも印加する電場の大きさに伴い高
周波数側へシフトする事が分かった。 
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